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【
投
稿
資
格
】

　

本
誌
へ
の
投
稿
者
は
東
洋
音
楽
学
会
員
に
限
る
。
た
だ
し
、
共
同

研
究
で
あ
っ
て
筆
頭
執
筆
者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
に
非
会
員
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

【
投
稿
の
種
類
等
】

一　

 

本
誌
へ
の
投
稿
に
は
「
論
文
」、「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」、「
資

料
」、「
研
究
動
向
・
通
信
」、「
書
評
（
紹
介
）・
視
聴
覚
資
料

評
（
紹
介
）」
が
あ
る
。

二　

 「
論
文
」、「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」
お
よ
び
「
資
料
」
の
投
稿 

は
、
一
人
あ
た
り
一
号
（
一
年
）
に
つ
き
い
ず
れ
か
一
篇
と
す

る
。

三　

 

本
誌
へ
の
投
稿
は
未
公
刊
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
学
会
誌
、
会
報
等
に
掲
載
さ
れ
た
口
頭
発
表
の
要
旨
は
、

既
発
表
の
も
の
と
は
見
な
さ
な
い
。

【
執
筆
要
領
】

一 

書
式

　

原
稿
は
Ａ
4
判
、
日
本
語
は
縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
で
き
れ
ば

ワ
ー
プ
ロ
を
用
い
、
一
枚
あ
た
り
四
〇
字
×
三
〇
行
（
英
文
は
八
○

字
×
三
〇
行
）
と
す
る
。

二 

論
文
の
執
筆
要
領

　

ア　

論
文
に
用
い
る
言
語
は
日
本
語
ま
た
は
英
語
と
す
る
。

　

イ　

 

論
文
の
分
量
は
本
文
・
注
を
含
め
て
四
〇
字
（
英
文
は
八
○

字
）
×
五
〇
〇
行
（
日
本
語
四
〇
〇
字
×
五
〇
枚
分
）
を
限

度
と
す
る
。
譜
例
、
図
版
、
図
表
な
ど
を
含
む
場
合
に
は
、

機
関
誌
の
頁
上
で
の
刷
り
上
が
り
サ
イ
ズ
を
想
定
し
、
字
数

に
換
算
し
た
上
で
、
相
当
す
る
字
数
を
減
ら
す
こ
と
。

　

ウ　

 

譜
例
、
図
版
、
図
表
な
ど
は
提
出
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

写
真
製
版
す
る
の
で
、
仕
上
が
り
を
Ａ
5
判
に
想
定
し
て
レ

イ
ア
ウ
ト
し
、
白
地
の
紙
に
黒
イ
ン
ク
ま
た
は
黒
鉛
筆
で
、

て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
。
縮
小
作
業
は
印
刷
所
が
お
こ
な
う

の
で
、
Ａ
5
判
に
こ
だ
わ
り
な
く
大
き
め
の
原
稿
を
送
る
こ

と
。
文
中
の
文
字
以
外
の
諸
記
号
、
罫
線
、
音
符
お
よ
び
そ

れ
ら
に
付
随
す
る
文
字
な
ど
は
そ
の
所
要
ス
ペ
ー
ス
を
概
算

し
、
本
文
原
稿
の
挿
入
す
べ
き
箇
所
に
、
は
が
す
こ
と
が
で
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き
る
よ
う
に
軽
く
貼
付
す
る
こ
と
。

　

エ　
 

日
本
語
要
旨
（
八
〇
〇
字
程
度
）
お
よ
び
、
英
文
要
旨 

（
一
、
○
○
○
語
程
度
）
を
添
え
る
。
な
お
英
文
翻
訳
は
投

稿
者
の
責
任
に
お
い
て
お
こ
な
う
も
の
と
し
、
英
文
要
旨
は

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す

る
（
編
集
委
員
会
は
翻
訳
の
あ
っ
せ
ん
を
お
こ
な
わ
な
い
）。

　

オ　

 

編
集
作
業
上
の
必
要
に
よ
り
、
別
紙
に
以
下
の
項
目
を
明
記

す
る
こ
と
。

　
　
　

1
．
投
稿
の
種
別
（「
論
文
」）

　
　
　

2
．
英
語
題
名
（
英
語
論
文
の
場
合
は
日
本
語
題
名
）

　
　
　

3
．
執
筆
者
姓
名
（
ふ
り
が
な
・
ロ
ー
マ
字
）

　
　
　

4
．
職
業
・
勤
務
先

　
　
　

5
． 

現
住
所
ま
た
は
連
絡
先
の
住
所
お
よ
び
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
の
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

　
　
　

6
．
本
文
の
文
字
数
（
改
行
余
白
も
含
む
）

三 「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」
の
執
筆
要
領

　

ア　

 「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」
は
論
文
と
し
て
の
体
裁
は
と
ら
な
い

が
学
会
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
研
究
や
調
査
報
告
で
あ
る
。

　

イ　

 「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」
に
用
い
る
言
語
は
日
本
語
ま
た
は

英
語
と
す
る
。

　

ウ　

 「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」
の
分
量
は
本
文
・
注
を
含
め
て 

四
〇
字
（
英
文
は
八
○
字
）
×
三
〇
〇
行
（
日
本
語
四
〇
〇

字
×
三
〇
枚
分
）
を
限
度
と
す
る
。
譜
例
、
図
版
、
図
表
な

ど
を
含
む
場
合
に
は
、
機
関
誌
の
頁
上
で
の
刷
り
上
が
り
サ

イ
ズ
を
想
定
し
、
字
数
に
換
算
し
た
上
で
、
相
当
す
る
字
数

を
減
ら
す
こ
と
。

　

エ　

要
旨
そ
の
他
は
す
べ
て
「
論
文
」
の
執
筆
要
領
に
準
ず
る
。

四 「
資
料
」
の
執
筆
要
領

　

ア　

 「
資
料
」
は
学
術
的
に
価
値
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
資
料
の

紹
介
・
解
題
で
あ
る
。

　

イ　
「
資
料
」
に
用
い
る
言
語
は
日
本
語
ま
た
は
英
語
と
す
る
。

　

ウ　

 「
資
料
」
の
分
量
は
本
文
・
注
を
含
め
て
四
〇
字
（
英
文
は

八
○
字
）
×
三
〇
〇
行
（
日
本
語
四
〇
〇
字
×
三
〇
枚
分
）

程
度
と
す
る
。

　

エ　

 

要
旨
は
な
い
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
「
論
文
」
の
執
筆
要
領

に
準
ず
る
。

五 「
研
究
動
向
・
通
信
」
の
執
筆
要
領

　

ア　

 「
研
究
動
向
」
は
、
近
年
に
お
け
る
内
外
の
研
究
の
状
況
、

学
会
、
研
究
集
会
な
ど
の
紹
介
記
事
で
あ
る
。
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イ　
 「

研
究
動
向
」
は
日
本
語
で
執
筆
す
る
も
の
と
し
、
分
量
は

四
〇
字
×
一
五
〇
行 （
四
〇
〇
字
×
一
五
枚
分
） 程
度
と
す
る
。

　

ウ　

 「
通
信
」
は
学
会
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
交
換
等
の
記
事
で

あ
る
。

　

エ　

 「
通
信
」
は
日
本
語
で
執
筆
す
る
も
の
と
し
、
分
量
は
四
〇

字
×
五
〇
行
（
四
〇
〇
字
×
五
枚
分
）
程
度
と
す
る
。

　

オ　

 

要
旨
は
な
い
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
「
論
文
」
の
執
筆
要
領

に
準
ず
る
。

六 「
書
評
・
視
聴
覚
資
料
評
」
の
執
筆
要
領

　

ア　

 「
書
評
・
視
聴
覚
資
料
評
」
は
図
書
お
よ
び
視
聴
覚
資
料
を

対
象
と
す
る
批
評
ま
た
は
紹
介
記
事
で
あ
る
。

　

イ　

 「
書
評
・
視
聴
覚
資
料
評
」
は
日
本
語
で
執
筆
す
る
も
の
と

す
る
。

　

ウ　

 「
書
評
・
視
聴
覚
資
料
評
」
の
対
象
と
な
る
の
は
、
過
去
五

年
以
内
に
刊
行
・
製
作
さ
れ
た
研
究
書
、
全
集
、
叢
書
（
シ

リ
ー
ズ
）
資
料
集
、
視
聴
覚
資
料
な
ど
の
う
ち
、
学
術
的
に

価
値
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

エ　

 「
書
評
・
視
聴
覚
資
料
評
」
の
分
量
は
書
評
お
よ
び
視
聴
覚

資
料
評
が
四
〇
字
×
一
〇
〇
行
（
四
〇
〇
字
×
一
〇
枚
分
）

以
内
、
紹
介
が
四
〇
字
×
五
〇
行
（
四
〇
〇
字
×
五
枚
分
）

程
度
と
す
る
。

　

オ　

 

掲
載
に
あ
た
っ
て
書
誌
的
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
の
で
、
和

書
の
場
合
は
奥
付
の
頁
、
洋
書
の
場
合
は
内
表
紙
裏
、
視
聴

覚
資
料
の
場
合
は
解
説
書
そ
の
他
の
こ
れ
に
代
わ
る
箇
所
の

コ
ピ
ー
を
、
原
稿
送
付
の
際
に
同
封
す
る
こ
と
。

　

カ　

 

要
旨
は
な
い
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
「
論
文
」
の
執
筆
要
領

に
準
ず
る
。

【
原
稿
の
送
付
】

一　

 

原
稿
の
送
付
方
法
は
メ
ー
ル
に
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
とM

S W
ord

の
文

書
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
＊
た
だ

し
、
メ
ー
ル
で
の
送
付
が
難
し
い
場
合
に
は
編
集
委
員
会
へ
相

談
す
る
こ
と
。

二　

 

原
稿
の
送
付
先
に
つ
い
て
は
、
学
会
事
務
局
（
奥
付
参
照
）
宛

て
と
機
関
誌
編
集
委
員
長
宛
て
の
二
か
所
と
す
る
（
送
付
の
詳

細
に
つ
い
て
は
会
報
を
参
照
す
る
こ
と
）。

【
原
稿
の
採
否
等
】

一　

 「
論
文
」、 「
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
」 

お
よ
び 「
資
料
」 

は
、 

編
集

委
員
を
含
む
二
名
以
上
の
査
読
者
に
よ
る
査
読
の
後
、
そ
の
意

見
を
参
考
に
し
て
、
採
否
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。
な
お
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編
集
委
員
会
は
執
筆
者
に
原
稿
の
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

二　
 

前
記
以
外
の
原
稿
は
査
読
を
し
な
い
が
、
採
否
は
同
じ
く
編
集

委
員
会
が
決
定
す
る
。
な
お
編
集
委
員
会
は
執
筆
者
に
原
稿
の

修
正
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

三　

掲
載
号
お
よ
び
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

四　

査
読
の
公
平
を
た
も
つ
た
め
に
、
査
読
者
は
匿
名
と
す
る
。

【
校
正
】

一　

 

投
稿
の
種
類
を
問
わ
ず
、
校
正
は
初
校
の
み
執
筆
者
が
、
そ
れ

以
降
は
編
集
委
員
会
が
お
こ
な
う
。

二　

 

著
者
校
正
の
際
に
印
刷
上
の
誤
り
以
外
の
字
句
の
修
正
や
挿
入

を
お
こ
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

【
抜
き
刷
り
】

一　

 

論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
報
告
お
よ
び
資
料
に
つ
い
て
は
、
一
篇

に
つ
き
三
〇
部
の
抜
き
刷
り
を
無
償
で
進
呈
す
る
。

二　

 

三
〇
部
を
超
え
る
部
数
の
抜
き
刷
り
を
希
望
す
る
場
合
は
、
超

過
分
を
実
費
（
時
価
）
に
て
提
供
す
る
。

【
著
作
権
】

　

掲
載
論
文
等
の
著
作
権
は
、
東
洋
音
楽
学
会
に
帰
属
す
る
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
に
つ
い
て
】

　

機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
・
報
告
、
書
評
（
紹

介
）・
視
聴
覚
資
料
評
（
紹
介
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

さ
れ
る
。
写
真
、
図
像
、
楽
譜
等
の
掲
載
許
可
は
、
あ
ら
か
じ
め
ネ
ッ

ト
公
開
を
念
頭
に
取
得
し
て
お
く
こ
と
。

 

（
二
〇
二
四
年
七
月
改
訂
）


